
- 1 -

解 答
ク イ カ ウ オ ウ ア宗 問１ ① ② ③ ④ ⑤ 問２ 問３

ｆ ｄ就 問１ 問２ 問３

カ ウ キ オ州 Ⅰ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

窒素 気圧 Ａ ア エⅡ 問１ 問２ 問３ Ｂ

水にとけやすい性質をもつ問４

２６.５ ７.６Ⅲ 問１ 問２

ウ エ エ イ修 問１ 問２ 問３ 問４

エ オ イ カ問５ 問６ 問７ 問８

３０ 右グラフ １４.２愁 問１ 問２ 問３

１８.５ １２.８ １５問４ 問５ 問６

解 説
問１ ヘチマはウリ科で，アがヘチマの雌花でキが雄花で，本葉はイで種子はエです。ダイズはマメ科で，３種類就

め ばな お

５枚の花びらがあるエが花で，本葉はアで種子はキです。ヒマワリはキク科で，花の内側は種子ができる筒 状
とうじょう

花が集まっていてまわりを花びらが目立つ舌 状 花が取り囲んでいて，本葉はオで種子はイです。
ぜつじょう

Ⅲ 問１ ３０℃の水５０ｇに食塩が１８ｇとけた飽和水溶液の重さは６８ｇなので，６８ｇに１８ｇの食塩がと州
ほう わ すいようえき

けていることになります。この飽和水溶液１００ｇにとけている食塩をＸｇとすると，６８：１８＝１００

：Ｘから，Ｘ＝２６.４７となります。

問２ 始めに食塩４０ｇに水１００ｇ（１９０－５０－４０）を加えて混ぜました。このあと水だけを蒸発さ

せて全体の重さを１０ｇ（１９０－１８０）軽くしたので，水は９０ｇとなります。３０℃の水５０ｇに食
９０塩は１８ｇとけるので，９０ｇの水には３２.４ｇ（１８× ）の食塩がとけて，７.６ｇ(４０－３２.４)
５０

の食塩がとけずに残ることになります。

問６ しん食・運搬され，堆積された堆積物は，つぶの大きさが小さいものからねん土→砂→レキと分けられます。修
うんぱん たいせき

これらのつぶからできている岩石を順に並べると，泥岩→砂岩→レキ岩となります。
でいがん

問８ 下流に向かって少し左側に曲がっていることから，下流に向かって右側の方は流れが速く水深は深く大きな

石が転がっていて，左側は流れがゆるやかで水深が浅く小石や砂がつもっていることになります。

問１ おもりＡの底面積は１５ なので，２㎝沈めるごとに浮 力 は３０ｇ（１５×２）ずつ増加します。したが愁 或
しず ふ りょく

って，ばねにかかる重さも３０ｇずつ軽くなります。

問２ グラフ１から，このばねは自然長が６０㎝で１０ｇの力がかかるごとに２㎝のびることがわかります。重さ
４５０

４５０ｇのおもりＣをばねにつるすとばねは９０㎝（２× ）のびてばねの長さは１５０㎝となります。ま１０
た，おもりＣの高さは６㎝で体積が１５０ なので，おもりＣを６㎝沈めると全体が水中に入り，浮力は１５０安

３００ｇかかります。このときばねにかかる力は３００ｇ(４５０－１５０）で，ばねは６０㎝（２× ）のびて１０
ばねの長さは１２０㎝になります。したがって，グラフは，深さが０㎝でばねの長さ１５０㎝のときから深さ６

㎝でばねの長さ１２０㎝のところまで右下がりの直線となり，そこから横軸に平行な直線となります。
よこじく

問３ 図３で，棒の 左 端に３１０ｇ（４６０－１５０ ，右端に２８０ｇ（４４０－１６０）の力がかかるので，）
ぼう ひだりはし

２８ｘは棒の長さの３０㎝を２８：３１にわける点となり，１４.２３（３０× ）となります。２８＋３１

問４ おもりＡの重さは４６０ｇで体積が１５０ なので，おもりＡには浮力が１５０ｇかかり，おもりＡは下向安

きに３１０ｇ（４６０－１５０）の力を出しています。また，浮きＤの重さは６０ｇなので，全体の下向きの力
う

は３７０ｇ（３１０＋６０）になります。この力が浮きの浮力とつり合っているので，浮きの浮力は３７０ｇと

なり，浮きの底面積が２０ なので深さｙは１８.５㎝（３７０÷２０）となります。或

問５ 浮きＥを水中に入れることでばねの長さが５１㎝（１３２－８１）短くなったので，浮きＥによって２５５

ｇの浮力が得られたことになり，浮きＥの体積は２５５ となります。ここで，浮きＥの底面積は２０ なので安 或

高さは１２.７５㎝（２５５÷２０）となります。

安なの問６ 図７から，おもりＦの重さは２５０ｇ（２００×２５÷２０）とわかります。おもりＦの体積は１００

図８で，棒の左端には１５０ｇ（２５０－１００）の力がかかります。したがって，棒を水平につり合わせるで，

ためには，２００ｇのおもりをＯ点から右側１５㎝（１５０×２０÷２００）のところにつるすことになります。
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氷は１０ の水によって，１０ｇの浮 力 を受けています。物体が浮いているとき，物体の重さと浮力とが安
ふ りょく う

同じ大きさの値になって，つり合っています。


